
卒業生のみなさんへ                                                                 令和 8年４月 20日 

川和高等学校 

進路支援グループ 

日本学生支援機構 国内大学等奨学生予約採用 

 進学後の経済的不安を軽減し、安心して取り組めるように支援することを目的とした「大学等奨学生」の申込みについて

お知らせします。これは、大学等に進学してから受ける奨学金について、進学前(進学の前年度)に申し込む採用方式です。

本校卒業後２年以内の方で、以下の条件に当てはまれば申込むことができます。 

   １．給付奨学金・・・返済しなくてよい。 

  <学力基準>   ① 評定平均 ３．５以上 

② ①に該当しない場合は、将来、社会で自立し、及び活躍する目標をもって、進学しようとする大

学等における学修意欲を有すること。（レポート・面談等による確認あり） 

      <家計基準> （以下パンフレットより抜粋 細かい基準はパンフレット参照のこと） 

支援区分 収入基準 

第Ⅰ区分 あなたと生計維持者の市町村民税所得割が非課税(0円)であること 

第Ⅱ区分 あなたと生計維持者の支給額算定基準額の合計が１００円以上 25，600円未満 

第Ⅲ区分 あなたと生計維持者の支給額算定基準額の合計が 25，600円以上 51，300円未満 

＊第Ⅳ区分 あなたと生計維持者の支給額算定基準額が 51，300円以上 154，500円未満 

＊多子世帯 第Ⅳ区分の収入区分が超過しているが、多子世帯に属していることが確認できること 

＊給付奨学金には、多子世帯含む。詳細は要項で確認。 

２．貸与奨学金・・・返済しなければいけない奨学金（＝借金） 

   ①第一種奨学金 （利子なし） 

    <学力基準>   次のいずれかに該当すること 

         ア 評定平均 ３．５以上 

         イ ①～③のいずれかに該当し、大学進学後優れた成績を修める見込みがあるとして学校から推薦される

こと 

① 生計維持者（原則父母）の貸与額算定基準額が非課税（０円）である。 

② 生計維持者（原則父母）が生活保護を受給している 

③ 「社会的養護を必要とする人」（（例）児童養護施設等に入所している人）である 

<家計基準>  基準あり 

             上記①～③に該当していれば家計基準を満たすものとして扱う 

②第二種奨学金 （利子あり） 

     <学力基準>   成績が、当該学校におけるその人の属した学年の平均水準以上と認められる人。 

     <家計基準>    基準なし 

 

★他にも細かい規定があるので日本学生支援機構 HPで確認してください。 →→  

  ★書類配付期間： ４月 21日(火)～５月 22日(金) 

今年度の予約奨学金担当者は岸野・小笠原です。事前に電話で予約の上来校して書類を受け取り、説明を受

けてください。 

４月 2１日（火）～５月 31日（日）スカラネット入力期間（各自で入力） 

＊入力後速やかに日本学生支援機構に必要書類提出 

        ９月下旬頃 採用決定通知 


